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[トヨタ]ECB エア抜き（例：プリウス NHW20） 

 

 ECB エア抜き   
 

注意： 

・エア抜き実施中はシフトレバーP レンジ、パーキングブレーキが作動した状態で作業を 

行って下さい。 

・エア抜き実施中はフルード缶をリザーバタンク注入口に立てず、ブレーキフルードを 

リザーバタンクの MIN-MAX ラインの間を保つ様に随時補充しながら行って下さい。 

・ エア抜き作業中にアキュームレータ圧低下によりブザーが作動する可能性がありますが 

作業はそのまま続行して下さい。 

・エア抜きを行うと圧力センサ異常などの故障コードがメモリされる可能性がありますので 

作業終了後、故障コードの消去を行って下さい。 

手順/操作 

1. 

イグニッションスイッチが OFF である事を 

確認し、TPM-R を⾞両に接続して下さい。 

 

2. 

イグニッションスイッチを ON にして下さい。 

(ブレーキペダルを踏まずに、 

プッシュスタートスイッチを 2 回押します) 

 

 

 

 

ブレーキを踏まず
に、2 回プッシュ
します。 
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3. 

『メーカー選択』画面から 

〔国産乗用⾞〕 - 〔トヨタ/レクサス〕 を 

選択して［ENTER］を押して下さい。 
 

4. 

『地域設定』画面から 〔日本〕 を選択して 

［ENTER］を押して下さい。 
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5. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『⾞両選択』画面から 〔自動検出〕 を選択して 

［ENTER］を押して下さい。 

検出された⾞両情報に間違いが無い事を確認して 

［ENTER］を押して下さい。 
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9. 

『ABS サポート』から[エア抜き]を選択し 

[ENTER]を押して下さい。  

  

  

6. 

  

  

『トヨタ メインメニュー』画面から 

〔作業サポート〕 を選択して［ENTER］を 

押して下さい。 

 

  

 7. 

  

『作業サポート』画面から 

[作業サポート（New）]を選択します。 

 

  

 8. 

  

『作業サポート』から[ABS/VSC]を選択し 

[ENTER]を押して下さい。  
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10. 

「ブレーキ制御禁止」パターン駆動を実行します 

以下の条件を確認して下さい 

・故障コードがメモリされていない 

・P ブレーキが引いてある事 

・IG ON である音 

 

条件が全て整っている事を確認し[ENTER]を 

押して下さい。 

 

11. 

エア抜き作業が完了したら「ENTER」を押して 

下さい。 

 

この画面表示中は「ブレーキ制御禁止」状態にな

りエア抜きが可能になります。操作を行わず 

この画面を保持しエア抜きの実作業を行います。 

 

12. 

フロントブレーキは通常のエア抜き（ペダリング後ブリーダプラグからの排出）を右前輪、左前輪 

の順で行って下さい。 

リアブレーキはブレーキペダルを踏み込むとポンプモータ及びソレノイドが駆動します。 

ブレーキペダルを踏み込んだ状態でブリーダプラグからフルードを排出し、左後輪、右後輪の順で 

エア抜きを行って下さい。 

13. 

4 輪全てのエア抜き作業完了後[ENTER]を押して 

下さい。 

 

以上で作業完了となります。 

[EXIT]を数回押し『トヨタメインメニュー』まで 

画面を戻しイグニッション OFF にしてから 

安全に TPM-R を取り外して下さい。 

 

 


